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賴
す
る
：に
足
ら
ず
、
民
國
成
立
以
來
、
豫
稱
の
■
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一
一
一
四
囘
に
亘

る

も
、
此
等
も
實
施
す
る
こ
と
な
き
が
故
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信

ず

べか
ら

ざ̂

は
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宣
統
三
年
の
豫
算
ど
異
な
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な
し
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現
に
财
政
を
整
理
せ
ん
ビ
欲
せ
ば
、
豫
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の
編
成
施
行
は
、
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め
て
重
恶
な
る
こ
ビ
な
.
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像
稱
は
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全
圈
の
財
政
を
整
理
す
る
こ
^
に
着
手
せ 

ざ
る
可
か
ら
ず
、
蓋
し
現
在
谷
省
財
政
の
實
際
の
收
入 

.支
出
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
豫
算
を
編
成
す
る
の
曲
^
し
、
 

故
^
各
密
財
務
行
政
官
廳
に
命
じ
て
、
歷
年
實
際
の
收 

入
支
出
を
調
赍
し
、
每
年
!il
家
ど
地
方
ど
の
行
政
經
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を
確
定
し
"
豫
算
を
編
成
し
、
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々
實
行
す
べ
し
。
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開
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す
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三
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蒋
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業
の
發
達
せ
ろ
か
赉
か
に
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す
る
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民
の
康
業
を
開
發
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、
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擔
能
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增
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せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
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る
に
產
業
を
開
發
せ
んV」

欲
せ
一 

ば
ノ
關
税
を
增
徵
せ
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る
可
か
ら
す
、
其
.故
は
我
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の
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康
業
は
ヽ
：尙
幼
稚
に
し
て
、
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護
政
策
を
採
ら
ざ
る
可
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か
ら
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?れ
ば
な
り
、
然
り
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も
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阈
資
本
缺
乏
せ
一 

'を
を
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て
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開
放
主
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を
採
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を
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し
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の
間
妒
»

酌
し
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各
秫
產
業
の
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を
以
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標
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だ
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S
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の
如
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最
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譴
す
べ
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も
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に
し
て
、
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普
通
の
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業
の
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な
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失
業
の
現
代
產
業
組
織
の
最
も
根
强
さ
疾
患
て
あ 

る
。
企
業
家
ば
勞
働
者
を
利
州
し
て
利
潤
を
擧
げ
得
る 

S
合
に
の
み
勞
働
^
を
利
用
す
る
、

3
ぅ
し
て
若
し
こ 

れ
に
ょ
り
て
利
澗
を
得
る
こ
ビ
が
出
來
なS

揚
合
に 

は
、
企
槳
家
は
勞
働
者
を
用
扮
な
く
解
爝
す
る
。
解
塯 

-

は
企
業
家
ど
勞
働
渚
を
の
關
係
の
最
後
で
あ
る
、
企
業 

家
は
そ
れ
以
上
勞
働
者
を
願
虛
す
る
責
忸
を
有
た
な 

い
。
生
活
の
唯I

の
資
源
で
あ
る
勞
働
力
の
版
路
を
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つ
^
勞
働
者
自
身
、
そ
の
後
の
生
活
に
對
す
る
貴
任
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負
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
失
業
は
勞
働
者
に
對
す
る
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。
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す
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す
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あ
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節
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失
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保
險
S
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せ
ら
れ
た
方
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で
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す
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こ
の
書
は
結

#

を
大
別
し
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部
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て
ゐ
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飨

|

部
は
失
業
保
険
問
題
で
あ
つ
て
、
，失
業
の
防
止
、 

失
業
の
影
響
の
緩
和

.

、
失
業
保
敝
の
意
義
の
三
莖
を
4
1-
1 

む
。
第
二
部
は
ゲ
ン
ト
式
失
業
保
險
制
度
で
あ
つ
て
勞 

，.

働
組
合
の
失
業
保
險
ノ
ゲ

v

ト
制
度
、
錢

端
西
、！

蘭

、
丁
"

獨
の
諸
制
度
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述
べ
、
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奈
陀
、
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本
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西
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バ
キ
ア
に
關
す
る
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も
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加
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て
.

ゐ
る
勞
働
組
合
の
經
營
す
る
失
業
保
險
は
英
K
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於
い
て
最
も
發
達
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
炎
國
で
は
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後
包
括
的
な
國
民
保
險
法
を
實
施
す
る
や
ラ
に
な
つ
：
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た
け
れ
ざ
も

、
失
業
保
險
り
經
營
機
關
€
し
て
猶
ほ
重 

®

な
る
地
位
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ン
ト
M

Je

は 

/
」

の
勞
#
&
合
の
經
營
す
る
失
業
保
險
に
補
助
金
を
交 

付
す
る
巧
妙
な
る
計
搽
で
あ
づ
て
、
始

め
白
S

の
ゲ 

ン
ト
市
に
於
.

い
て
試
み
ら
れ
、
後
ち
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罃
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ト
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に
も
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し
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す
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救
贫
法
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〇
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年
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失
業
勞
働
者
法
、
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〇
九
¥

の
勞
働
紹
介
法
の
成
立
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介
機
關
の
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織
、
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織
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評
論
を
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嚴
初
の
一
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し
章
V
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、
以
下
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次
、失
業
保
險
組
織
の
.

槪
要
.

强

制

の

| 

原
則
、失
業
保
險
の
範
園
ヽ
保
險
费
用
の
醵
出̂

び
#

It
™ 

給
付
、
失
業
保
險
の
勢
働
組
合
に
及
ぼ
す
影
響
、
失

業

I 

減
少
策
ビ
じ
て
の
失
業
現
在
の
制
度
、
失
業
保

::
.\ 

:

險
の
將
來
を
各
章
別
に
.

論

述

：
し

て

I
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镣
四
部
は
米
國
の
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場
文
は
勞
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紙
合
の
失
業
基
金\ 

に
*

を
起
し
、
次
い
で
該
淛
谏
の
黢
響
^
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業
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對
す
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國
家
的
施
設
の
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要
"

失
業
保
險
め
基
®
、

マ
ナ
チ
ゥ
：I 

:

セ
.'

ッ
ッ
の
：失
業
保
險
法
案
を
*

陬
し
、
尙
ほ
附
錄
に
最
，\ 

近

(

一
九
二
，一.
伞

)

に
於
け
る
，失
業
保
險
及
び：

失
業
問
®
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關
す
ろ
主
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琪
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つ
て
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づ
て
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る
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今
そ
の
杂
體
を
通

M

す
る
に
、
®

一
、
第
一I

兩
部
の 

所
論
は
餘
り
に
簡
m

“

失
し
、他
0

部
分
に
於〗

い
て
も
、
 

新
し
き
統
計
そ
の
他
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秫
の
文
献
を
取
り
入
れ
て
ゐ
る
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十
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特
徵
は
办
る
が
、
倘
ほ
二
層
詳
細
に
沾
_
及
す
べ
き
餓
间 

M

の
取
h

殘
さ
れ
た
る
を
思
は
し
め
る
の
は
遺
慽
で
あ 

る
"
け
れ
^

も
そ
の
主
カ
を
傾
注
し
れ
る
第
三
、
ff
i

四 

.
の
兩
部
は
流
石
に
細
大
C

な
く
縱
橫
に
論
述
し
、
然
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も
ょ
く
秧
芋
整
然V

J

し
、
加
ふ
る
に
最
近
の
'資
料
を
廣 

E

な
る
範
圍
に
涉
獵
し
、
引
照
の
.該

博

な
る

裳
に
絕 

好
の
文
献
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る
を
失
は
ぬ
晚
に
失
粢
ま
た
は
欠
業
保
險 

こ
細
し
て
は 
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を
始
め
幾
多
の
著
書
、
論 

一
文
が
め
る
が
、
失
業
問
題
め
眞
摯
な
る
硏
究
の
彌
々
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/i

な
ら
ん
ビ
す
る
時
に
方
つ
て
、
觅
ら
に
乙
の
好
著
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得
た
る
は
ま
こ
ど
に
欣
び
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
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